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広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

９/25

（木）

　

荒
波
地
区
の
青
壮
年
団
で
結
成
す
る
「
荒
波

會
」（
阿
世
知
勇
作
代
表
、
会
員
12
名
）
か
ら
、

龍
郷
町
へ
車
イ
ス
１
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
ら
は
「
町
の
福
祉
向
上
に
少
し

で
も
役
に
立
て
て
ほ
し
い
で
す
」
と
善
意
を
示

し
ま
し
た
。

　

荒
波
會
は
、
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
の
ほ
か
、
島

内
各
地
の
舟
こ
ぎ
競
争
に
参
加
し
て
お
り
、
常

に
上
位
の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
寄

贈
は
、
そ
の
賞
金
等
を
財
源
と
し
て
発
案
し
た

そ
う
で
す
。

　

徳
田
町
長
は
、
謝
辞
の
中
で
「
龍
郷
町
で

も
過
疎
化
の

著
し
い
荒
波

地
区
の
活
性

化
に
力
を
入

れ
て
い
き
た

い
と
思
う
の

で
、
若
い
皆

さ
ん
の
力
を

今
後
と
も
貸

し
て
い
た
だ

き
た
い
」
な

ど
と
述
べ
ま

し
た
。

福
祉
向
上
へ
車
イ
ス
寄
贈

　
　
舟
こ
ぎ
の
強
豪
・
荒
波
會

　

第
６
期
龍
郷
町
高
齢
者
福
祉
計
画
等

策
定
委
員
会
の
第
１
回
策
定
委
員
会
が

町
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。
官
民
の
福
祉

関
係
者
が
集
ま
り
、
本
町
の
保
健
福
祉

行
政
の
充
実
を
図
る
た
め
に
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
平
成
24
年
度
に
策
定

し
た
第
５
期
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
も

の
。
こ
の
日
は
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

や
方
針
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
期
計
画
は
平
成
27
～
29
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９/ ９

（火）

保
健
福
祉
の
充
実
へ

　
福
祉
計
画
策
定
委

　

龍
郷
町
と
名
瀬
中
央
青
果

は
、
町
内
全
集
落
を
巡
回
し
て

農
作
物
や
加
工
品
を
集
荷
す
る

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
生

産
者
に
と
っ
て
出
荷
の
利
便
性

が
大
き
く
向
上
し
、
地
産
地
消

の
拡
大
な
ど
様
々
な
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
出
荷
車
＝
写
真
＝
は
冷
蔵

保
存
に
も
対
応
。
生
産
者
は
卸
売
金
額
の
５
％
を
手
数
料
と
し
て
支
払

い
、
売
上
金
は
集
荷
の
３
日
後
に
受
け
取
り
ま
す
。
集
荷
は
町
内
20
集

落
23
カ
所
で
あ
り
、集
荷
日
は
原
則
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
で
す
。

　

集
荷
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
龍
郷
町
役
場

産
業
振
興
課
☎
69-

４
５
２
４
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

集
荷
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

中
勝
集
落
内
バ
ス
停
、
上
戸
口
公
民
館
、
中
戸
口
公
民
館
、
下
戸
口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、大
勝
生
活
館
、川
内
生
活
館
、浦
生
活
館
、

屋
入
消
防
車
庫
前
、
加
世
間
集
会
場
、
手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
、
赤

尾
木（
常
夏
リ
ゾ
ー
ト
、久
保
商
店
向
か
い
）、里
集
会
場
、芦
徳
公
民
館
、

玉
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
瀬
留
生
活
館
、
久
場
へ
き
地
集
会

場
、龍
郷
（
志
村
商
店
向
か
い
バ
ス
待
合
所
）、安
木
屋
場
バ
ス
待
合
所
、

円
公
民
館
、
嘉
渡
消
防
団
詰
所
、
幾
里
（
秋
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
）、
秋
名
集
会
場

10/2

（木）

農
作
物
の
集
出
荷
ス
タ
ー
ト

　
町
内
各
地
を
巡
回
、
地
産
地
消
の
充
実
へ



【大会成績】◆団体戦◆▽小学生の部　①大勝 A ②大勝 B ③龍瀬 A、赤徳 A
▽中学生の部　①赤徳 A ②赤徳 B ③龍瀬　▽一般の部　①秋名②戸口 A ③龍瀬、龍郷

　第５５回龍郷町相撲大会が、町相撲場で開催されました。団体戦では、
小学生で大勝 A、中学生で赤徳 A、一般の部で秋名がそれぞれ優勝しました。
　大会は校区別にあり、地域の力自慢が集結。応援席からの声援を力に変
え、各取り組みとも力強い熱戦が繰り広げられて会場は大いに盛り上がりま
した。

9/15

 （日）

小学生の部優勝 ： 大勝

◆個人戦◆（敬称略）
▽小学１年　①満尾寿來（龍瀬）②俵幸平（大勝）③圓山寿来（秋名）、前田波音（戸口）
▽小学２年　①新島弘将（大勝）②榮蓮人（龍瀬）③宮﨑賢太郎（大勝）、山口來徒（戸口）
▽小学３年　①龍丞一朗（龍郷）②久保壱砂（赤徳）③満田太生（赤徳）、山元楓（大勝）
▽小学４年　①新島伊武起（大勝）②中村日向（大勝）③植田小太楼（戸口）、竹山陸斗（赤徳）
▽小学５年　①栄龍征（龍瀬）②瀧文汰（赤徳）③森脇幸星（赤徳）③中村明正（龍郷）
▽小学６年　①柳悠里（戸口）②川畑徹多（大勝）③米山広大（大勝）、池尚裕（赤徳）
▽中学１年　①且大吾（赤徳）②窪島力（戸口）③豊山貴仙（赤徳）、押川眞陛（赤徳）
▽中学２年　①松尾友彰（戸口）②　敬司（赤徳）③嘉江弥那斗（戸口）
▽中学３年　①中原勇将（赤徳）
▽一般軽中量級　①大野武士（龍郷）②松元士郎（龍瀬）③隈元伸之助（秋名）、窪島奨（戸口）
▽一般無差別級　①福哲也（戸口）②窪田一仁（秋名）③前田誠（龍瀬）

中学生の部優勝 ： 赤徳 一般の部優勝 ： 秋名

　３　広報たつごう

小学生は大勝 A、中学生は赤徳 A、一般は秋名が制す

　　　　　　　　　第５５回龍郷町相撲大会

選手宣誓
栄龍征 君 （龍瀬）

ネ壽



広報たつごう　４



　５　広報たつごう

・一般質問（５名が登壇）・・・・・・・　　６～１０ページ
・議決結果ほか  ・・・・・・・・・・・　　　    １１ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２６年第３回定例会

第１６３号

経済建設委員による災害現場視察（町道秋名1号線）



広報たつごう　６

　

問　

　

水
道
工
事
談
合
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
と
経

過
は
。

　

答　

　

９
月
１
日
に
、
新
聞
社
よ
り

匿
名
で
落
札
す
る
で
あ
ろ
う
６

業
者
の
会
社
名
だ
け
を
告
げ
た

談
合
情
報
が
あ
る
と
の
事
で
し

た
。

　

情
報
を
元
に
鹿
児
島
県
の
要

綱
に
照
ら
し
た
結
果
、
情
報
に

乏
し
く
、
入
札
を
延
期
し
聞
き

取
り
調
査
を
す
る
ま
で
の
内
容

で
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

問　

　

電
子
入
札
の
透
明
性
に
つ
い

て
、
懐
疑
的
な
声
が
あ
る
が
、

町
の
見
解
は
。

　

答　

　

導
入
に
よ
り
、
発
注
者
に
は

業
務
の
効
率
化
や
、
業
者
と
職
員

と
の
接
触
の
縮
減
に
よ
る
不
正
防

止
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
受
注
者
に

は
、
移
動
コ
ス
ト
や
拘
束
時
間
の

縮
減
、
事
務
手
続
き
の
迅
速
化
が

図
れ
る
事
に
よ
り
、
競
争
性
の
向

上
と
透
明
性
の
確
保
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
２
千
万
円
以
上

の
建
設
工
事
を
対
象
に
運
用
し
て

お
り
、
今
後
、
対
象
要
件
の
見
直

し
を
進
め
、
早
い
段
階
で
す
べ
て

の
入
札
を
電
子
入
札
＝
写
真
左

＝
に
切
り
替
え
る
予
定
で
す
。

　

問　

　

地
元
業
者
育
成
の
方
針
を
打

ち
出
し
た
が
、
事
業
所
へ
の
説
明

は
な
さ
れ
た
か
。

　

答　

　

本
町
に
本
社
の
あ
る
事
業
所

を
地
元
業
者
と
位
置
づ
け
、
優

先
的
に
育
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
議
会
答
弁

を
通
し
て
、
新
聞
・
議
会
だ
よ

り
・
一
般
質
問
の
放
送
等
に
よ

り
、
周
知
出
来
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

建
友
会
と
の
災
害
協
定
に
つ

い
て
、
活
用
の
見
解
は
。

　

答　

　

本
町
と
龍
郷
町
建
友
会
と
の

間
に
、
平
成
19
年
に
「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
対
策
に
関
す

る
協
定
書
」
が
交
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

災
害
等
緊
急
時
に
お
け
る
応

急
・
復
旧
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
に
取
り
組
む
必
要
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
対
応

す
る
た
め
、
当
然
建
友
会
の
協

力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災

訓
練
の
状
況
と
町
全
体
の
訓
練

計
画
は
。

　

答　

　

平
成
25
年

度
は
、
土
砂

災
害
を
想

定
し
て
秋

名
・
幾
里
地

区
＝
写
真
下

＝
で
、
津
波

避
難
訓
練
を

龍
郷
地
区
で

実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
施

設
等
で
の
防
災
出
前
研
修
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
大
勝
地
区

で
豪
雨
災
害
時
の
体
験
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
町
全
体
で
の

防
災
訓
練
は
、
11
月
上
旬
に
陸

上
自
衛
隊
と
の
災
害
時
支
援
を

想
定
し
た
合
同
訓
練
を
計
画
し

伊勢 勝義 議員

て
い
ま
す
。

　

問　

　

船
便
利
用
者
に
対
す
る
介
護

運
賃
の
設
定
を
呼
び
か
け
て

は
。

　

答　

　

介
護
割
引
運

賃
は
船
会
社
の

独
自
の
制
度
で

す
が
、
本
土
に

在
住
す
る
出
身

者
の
利
用
す
る

割
合
が
大
き
い

の
で
は
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
遠

方
介
護
に
は
交

通
費
の
負
担
が

多
い
と
思
わ
れ
、
沖
縄
も
含
め

て
、
奄
美
群
島
の
各
市
町
村
、

各
種
団
体
が
一
致
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

土
木
行
政
に
つ
い
て

防
災
関
係
に
つ
い
て

航
路
運
賃
軽
減
に
つ
い
て



　７　広報たつごう

　

問　

　

前
回
の
質
問
よ
り
半
年
が
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
評
価
制
度
の

進
捗
状
況
は
。

　

答　

　

今
年
度
は
、
人
事
評
価
制

度
の
意
義
や
基
準
に
ば
ら
つ
き

が
な
い
よ
う
に
、
評
価
者
に
対

す
る
研
修
会
等
の
実
施
や
職
員

へ
の
制
度
説
明
な
ど
周
知
を
図

り
、
平
成
27
年
度
は
具
体
的
な

仕
組
み
や
運
用
方
法
な
ど
の
試

行
を
踏
ま
え
て
、
平
成
28
年
度

の
本
格
実
施
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

専
門
技
術
者
の
養
成
及
び
新

規
採
用
に
つ
い
て
。

　

答　

　

専
門
職
と
し
て
、
農
業
・
土

見
・
要
望
を
聞
き
取
り
、
そ
の

内
容
を
行
政
に
伝
え
て
適
切
に

処
理
で
き
る
よ
う
、
町
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
「
行
政

相
談
員
」
を
委
嘱
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
こ
の
制
度
を
広

く
周
知
し
、
そ
の
利
用
を
促
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

窓
口
で
の
、
住
民
票
そ
の
他

の
料
金
を
高
齢
者
・
年
金
受
給

者
等
へ
の
減
額
は
で
き
な
い
か
。

　

答　

　

手
数
料
の
免
除
に
つ
い
て

は
、
公
用
で
使
用
す
る
場
合
、

生
活
保
護
受
給
者
の
申
請
に
よ

る
も
の
等
の
免
除
規
定
は
あ
り

ま
す
が
、
減
免
の
規
定
は
定
め

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
他
市

町
村
と
の
均
衡
性
に
も
配
慮
し

な
が
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

平
成
12
年
度
か
ら
一
度
も
料
金

の
値
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
せ

平岡 馨 議員

規
立
地
の
抑
制
等
を
目
的
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
通
称
・
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に

指
定
さ
れ
ま
す
と
、
新
た
に
建

築
す
る
場
合
、
建
築
物
の
構
造

が
土
砂
災
害
を
防
止
・
軽
減
す

る
た
め
の
基
準
を
満
た
す
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

建
築
確
認
の
申
請
書
を
提
出

し
、
県
の
確
認
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

木
・
保
健
師
職
の
採
用
候
補
者

を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

問　

　

人
材
育
成
・
組
織
の
ス
リ
ム

化
・
業
務
の
効
率
化
・
適
材
適

所
の
配
置
は
出
来
て
い
る
の
か
。

　

答　

　

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
等
で
の

新
規
採
用
職
員
・
主
査
・
係
長

等
の
研
修
、
県
大
島
支
庁
や
広

域
事
務
組
合
等
へ
の
派
遣
も

行
っ
て
お
り
、
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
課
の
統
廃
合
の
実
施
や
職

員
数
の
適
正
化
、
事
務
分
掌
の

見
直
し
を
行
い
、
役
場
全
体
の

業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

問　

　

町
民
の
関
心
を
高
め
、
行
政

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
評

価
委
員
会
を
組
織
で
き
な
い

か
。

　

答　

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

ん
。

　

町
税
と
と
も
に
本
町
の
貴
重

な
自
主
財
源
で
す
の
で
、
減
額

に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
市
町
村

の
状
況
な
ど
調
査
し
な
が
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

土
砂
災
害
危
険
区
域
＝
写
真

＝
に
つ
い
て
、
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
・

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の

内
容
は
。

　

答　

　

平
成
13
年
４
月

か
ら
土
砂
災
害
防

止
法
が
施
行
さ
れ
、

土
砂
災
害
警
戒
区

域
（
通
称
・
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
と

は
、
建
築
物
に
損

壊
が
生
じ
、
著
し

い
危
害
が
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
区
域

で
、
住
宅
等
の
新

　

行
政
評
価
委
員
会

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

窓
口
で
の
住
民
票
や

そ
の
他
の
料
金
改
定

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

土
砂
災
害
危
険
区
域
箇
所

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
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問　

　

認
可
保
育
所
、
へ
き
地
保
育

所
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

答　

　

町
立
認
可
保
育
所
２
カ
所
、

へ
き
地
保
育
所
３
カ
所
、
民
間

の
認
可
保
育
所
が
１
カ
所
あ
り
、

７
月
末
現
在
、
２
６
９
名
の
児

童
保
育
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

民
間
の
健
児
保
育
園
は
現
在
、

施
設
の
増
改
築
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
４
月
か
ら
の
開
園
に
よ
り
、

現
在
よ
り
60
名
の
定
員
の
増
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
現
在
「
龍
郷
町
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
、

昨
年
度
は
、
保
育
・
子
育
て
支

援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
、

今
年
３
月
と
６
月
に
は
、
関
係

者
に
よ
る
「
子
ど
も
子
育
て
会

議
」
を
開
催
し
な
が
ら
、
本
町

の
保
育
児
童
数
の
見
込
み
や
こ

れ
に
合
わ
せ
た
本
町
の
子
育
て

支
援
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

要
支
援
１
・
２
の
今
後
の
自

治
体
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

　

介
護
保
険
に
お
け
る
要
支
援

の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
改
正

に
よ
り
ま
し
て
、
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
が
市
町
村
主
体
の
地

域
支
援
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
第
６
期
介
護
保
険
計

画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
中
で
も
、
今
回

か
ら
始
ま
る
日
常
生
活
総
合
事

業
の
協
議
を
行
い
実
施
時
期
は

決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
度

末
ま
で
に
は
移
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

問　

　

台
風
・
冬
場
の
強
風
に
よ
る

砂
の
飛
散
対
策
に
つ
い
て
。

　

答　

　

海
浜
に
隣
接
し
て
い
る
道
路

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
の

度
に
風
向
き
に
よ
っ
て
は
砂
が

路
面
上
ま
で
飛
散
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
対
策
と
し
て
、
道
路
敷
き

等
を
利
用
し
た
塩
害
に
強
い
植

栽
等
が
で
き
な
い
か
、
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

町
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
対
応
・
対
策
は
ど
の

様
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答　

　

平
成
14
年
度
に
龍
郷
町
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状

把
握
と
そ
の
導
入
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
太
陽
光
な

ど
地
域
住
民
の
自
律
的
な
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
環
境
意
識

の
向
上
及
び
そ
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
電
な
ど
に

よ
り
、
自
然
環
境
保
全
や
コ
ス

ト
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

戸
口
港
出
入
口
＝
写
真
＝
の

德永 義郎 議員

土
砂
の
除
去
の
計
画
は
。

　

答　

　

平
成
22･

23
年
度
の
度
重
な

る
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
流
出

も
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

併
せ
て
、
河
口
部
の
土
砂
除
去

を
県
が
現
在
工
事
を
行
っ
て
い

る
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
で
の
要
望
・
航
路
部
の
土
砂

堆
積
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
今

後
、
水
深
等
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
、
今
後
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

港
湾
整
備
に
つ
い
て
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問　

　

両
河
川
の
下
流
で
ガ
ジ
ュ
マ

ル
が
倒
れ
、側
面
が
え
ぐ
ら
れ
、

排
水
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
が
、
整
備
計
画
は
。

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

問　

　

こ
の
農

道
に
つ
い

て
は
以
前

に
も
整
備

計
画
が
示

さ
れ
た

が
、
立
ち

消
え
に
な

り
現
在
に

至
っ
て
い

る
。
再
度

整
備
計
画

は
出
来
な
い
か
。

　

答　

　

平
成
21
年
に
質
問
を
受
け
計

画
を
進
め
ま
し
た
が
、
地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
断
念
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
地
権
者
の

同
意
が
得
ら
れ
た
ら
、
再
度
計

画
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

こ
の
農
道
は
唯
一
農
地
へ
の

交
通
路
で
あ
り
、
ま
た
、
南
川

岩﨑 晴海 議員

る
観
光
客
な
ど
、
入
込
客
の
増

加
等
に
対
応
す
る
事
や
、
地
場

産
の
農
林
水
産
業
振
興
の
観
点

か
ら
も
、
空
き
家
の
再
生
活
用

の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

答　

　

今
年
７
月
の
台
風
８
号
の
影

響
で
、
小
勝
川
に
隣
接
し
て
い

る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
倒
木
し
、
護

岸
が
決
壊
し
ま
し
た
の
で
、
早

急
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

問　

　

こ
の
両
河
川
は
川
幅
が
狭

く
、
大
雨
時
に
は
水
量
が
増
大

し
危
険
な
河
川
＝
写
真
左
＝
で

あ
る
。
下
流
の
方
か
ら
、
年
次

計
画
で
整
備
出
来
な
い
か
。

　

答　

　

今
後
、
現
地
を
調

査
し
整
備
で
き
な
い

か
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　

問　

　

こ
の
両
河
川
の
上

流
で
砂
防
ダ
ム
の
計

画
も
あ
り
ま
し
た
が
、

立
ち
消
え
に
な
り
ま

し
た
。
再
度
計
画
は

出
来
な
い
か
。

　

答　

　

前
回
の
い
き
さ
つ

な
ど
調
査
し
、
今
後

橋
＝
写
真
左
＝
は
老
朽
化
が
進

み
、
橋
桁
の
鉄
筋
は
錆
び
て
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

橋
は
早
急
に
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
こ

の
橋
の
重
量
制

限
の
看
板
も
必

要
と
思
わ
れ
る

が
。

　

答　

　

こ
の
橋
は
、

平
成
29
年
度
に

整
備
の
計
画
を

い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

問　

　

今
後
の
自
然
遺
産
登
録
に
向

け
て
、
空
き
家
＝
写
真
下
＝
を

活
用
し
た
民
泊
や
専
門
の
飲
食

店
等
、
町
の
方
で
整
備
し
推
進

で
き
な
い
か
。

　

答　

　

今
後
、
世
界
遺
産
登
録
に
よ

龍
郷
地
区
常
盤
川
・
小
勝
川　

　
　
　

 
 

の
整
備
に
つ
い
て

空
き
家
再
生
計
画
に
つ
い
て

 

久
場
地
区
南
川
線
・
農
道

　
　
　
　

の
整
備
に
つ
い
て
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問　

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
学
校
・
家
庭
・
社

会
を
結
ぶ
教
育
振
興
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　

答　

　

電
子
黒
板
＝
写
真
＝
や
タ
ブ

　

答　

　

産
業
振
興
に
は
指
導
者
は
必

要
で
す
の
で
、
９
月
採
用
職
員

枠
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き

る
方
を
採
用
予
定
で
す
。

　

問　

　

倉
崎
海
岸
で
の
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
整
備
が
計
画
が
さ
れ

て
い
る
が
、
見
通
し
は
。

　

答　

　

今
回
の
改
正
で
、
県
の
方
か

ら
も
本
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
助
言
を
受
け
、
安
木
屋
場
の

ソ
テ
ツ
群
生
や
バ
シ
ョ
ウ
群
生

地
等
の
景
観
整
備
と
併
せ
て
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
協

議
を
進
め
て
可
能
性
を
探
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

文
化
遺
産
の
調
査
、
中
山

清
美
先
生
と
文
化
財
審
議
員
の

方
々
が
、
町
内
集
落
で
進
め
て

い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
の
活
用

は
。

中原 正栄 議員

　

答　

　

10
月
２
日
か
ら
集
荷
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
参
加
を
し
た

農
家
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

問　

　

避
難
港
と
し
て
機
能
す
る
設

備
の
改
修
、
そ
の
打
開
策
は
。

　

答　

　

以
前
か
ら
要
望
書
が
あ
り
、

昨
年
度
、
暴
風
対
策
及
び
港
内
静

穏
度
調
査
解
析
を
終
了
し
、
平
成

29
年
度
以
降
の
着
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
陸
揚
げ
場
所
の
一
部

舗
装
と
固
定
ア
ン
カ
ー
の
整
備

も
、
町
単
独
事
業
で
年
次
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
教
職

員
及
び
児
童
生
徒
が
教
材
を
積

極
的
に
利
活
用
し
、
創
造
性
の

高
い
教
材
の
共
有
や
集
中
力
を

高
め
る
効
果
を
目
指
す
も
の

で
、
現
在
、
円
小
学
校
に
電
子

黒
板
３
学
級
分
、
３
台
を
導
入

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

各
家
庭
の
個
別
受
信
機
に
、

集
落
放
送
も
受
信
で
き
る
よ
う

整
備
で
き
な
い
か
。

　

答　

　

防
災
情
報
の
視
点
か
ら
現
在

は
、
役
場
か
ら
の
放
送
を
無
線

送
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
的
に
は
、
す
べ
て
無
線
化

の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

農
業
の
振
興
で
営
農
指
導
員

の
雇
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
。

　

答　

　

こ
の
事
業
は
、
文
化
財
と
し

て
シ
マ
（
集
落
）
遺
産
の
マ
ッ
プ

の
作
成
を
目
指
し
て
い
る
も
の

で
す
。
自
然
遺
産
登
録
が
で
き
れ

ば
、
観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
で

き
る
も
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

問　

　

商
品
開
発
で
県
が
島
育
ち
館

を
活
用
し
て
進
め
る
計
画
が
あ

る
が
、
取
り
組
み
内
容
は
。

　

答　

　

大
島
支
庁
農
政
普
及
課
の
計

画
で
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
商
品
開
発
で
、
専
門
員
を

講
師
に
パ
パ
イ
ヤ
・
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
を
利
用
し
て
開
発

の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

名
瀬
中
央
青
果
へ
の
農
産
物

の
集
荷
車
運
用
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
説
明
会
を
し

て
の
農
家
の
反
応
は
。

教
育
に
つ
い
て

　

観
光
施
設
整
備
に
つ
い
て

市
場
の
拡
大
に
つ
い
て

芦
徳
港
の
整
備
に
つ
い
て

情
報
通
信
の
強
化
に
つ
い
て

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

改
正
奄
振
法
の
交
付
金
を

　

ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

 
 
 

自
立
発
展
を
目
指
す
の
か



１１　広報たつごう

                                      

次の定例会は１２月を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。

　龍郷町の民生委員一行が、
９月１７日（水）に開かれた
龍郷町議会の平成２６年第３
回定例会一般質問を傍聴しま
した。
　民生委員の方々は、誰もが
安心して暮らしやすい地域社
会を作るために、皆さんの身
近なところで相談・支援を
行っています。
　今後の活動に役立てるた
め、一般質問で取り上げられ
た内容（町政全般）に熱心に
耳を傾けていました。

民生委員が議会を傍聴



○平成 25 年度歳
入歳出決算規模
　平成 25 年度の
歳入歳出決算規模
は、 前 年 度 と 比
較 し て 歳 入 1 億
9 千万円、歳出 1
億 6 千 3 百 万 円
それぞれ減額とな
りました。
　これは奄美豪雨
災害復旧事業の完
了、国の経済対策
事業の終了等によ
り投資的経費の減
額が影響している
と考えられます。

※地方債
　自治体が借金を
する行為または借
金そのものを指し
ます。自治体の予
算では、その年度
に 使 う お 金 は そ
の 年 度 に 得 る 収
入（町税や地方交
付税など）で賄う
ことになっていま
すが、それでは多
額の費用がかかる
事業を行うことは
困難なため、その
財源不足を補う手
段として自治体が
お金を借り入れる

「起債」という制
度があります。

　平成２５年度

龍郷町一般会計決算の状況
　　                              （地方財政状況調査資料より-総務企画課）

広報たつごう　１２

Ｈ 16 は給食センター建設費、Ｈ 18 は大勝小学校校舎建設費が伸びの主な要因



※義務的経費
　必ず支出しな
ければならない
経費、または容
易に減らすこと
が出来ない経費
をいい、人件費・
扶助費・公債費

（その年度の借
金の返済金）が
これにあたりま
す。

※職員数
　正職員の総数
( 特別会計や一
部事務組合への
派遣職員も含ん
でいます。）

※投資的経費
普通建設事業・
災害復旧事業の
総体をいい、主
に公共事業など
の社会資本整備
のための建設事
業 費 を 指 し ま
す。地域経済の
活性化には必要
な経費ですが、
投資的事業に依
存し、財源不足
を補うため安易
に地方債（借金）
を増発すれば、
将来的に財政圧
迫の原因ともな
ります。

１３　広報たつごう

・Ｈ１６補助事業の増は、給食センター建設費が主な要因

・Ｈ１８補助事業の増は、大勝小校舎建設費が主な要因

・Ｈ２０補助事業の増は、特定公共賃貸住宅建設費が主な要因

・H ２１補助事業の増は、地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２２補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２４補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な要因

・H ２５災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が主な要因



平成２５年度一般会計歳入歳出の性質別状況（地方財政状況調査資料）

広報たつごう　１４

歳　入

◆町税
487,965 千円

9.0％

◆その他の依存財源
94,557 千円

1.7％

◆自主財源
901,257 千円

16.7％

◆依存財源
4,496,886 千円

83.3％

◆町債
716,596 千円

13.3％

◆国庫支出金
1,088,830 千円

20.2％

◆使用料
◆分担金及び負担金
◆財産収入
◆繰越・寄付・諸収入

408,323 千円
7.6％

◆地方交付税
2,596,903 千円

48.1％

◆投資的経費
1,068,494 千円

20.4％

◆公債費以外
937,157 千円

17.9％

◆消費的経費
2,504,171 千円

47.8％

◆扶助費
553,120 千円

10.6％

◆補助費等
500,387 千円

9.6％

◆公債費
726,045 千円

13.9％

◆物件費
658,534 千円

12.6％

◆人件費
792,130 千円

15.0％

◆災害復旧事業
160,140 千円

3.1％
◆その他

1,663,202 千円
31.8％

◆普通建設事業
908,354 千円

17.3％

◆繰入金
4,969 千円

0.1％

千円

総　額

5,398,143

千円

総　額

5,235,567

歳　出



１５　広報たつごう

（※一般会計決算額を千分の一に縮小し、12 カ月で割って一般家庭の家計簿に置き換えて表しています）
平成２５年度　龍郷町の家計簿

支　出

収　入

◆親からの援助
（地方交付税・地方譲与
税・国庫支出金・県支出
金・その他）

　31 万 5 千円
　70.0％

依存財源
37 万 5 千円

83.3％

◆借金（地方債）
6 万 0 千円

13.3％

◆事業収入
（使用料及び手数料）

9 千円
2.0％

◆妻のパート
（その他の収入）

2 万 3 千円
5.1％

◆不動産収入
　（財産収入）

2 千円
0.5％

◆食費
（人件費）
6 万 6 千円

15.1％

◆医療費・学費等
（扶助費）
4 万 6 千円

10.6％

◆ローンの返済
（公債費）
6 万 0 千円

13.8％

◆家・庭の改修工事等
（普通建設費等）

8 万 9 千円
20.4％

◆電気代等の生活費
（物件費）
5 万 5 千円

12.6％

◆子どもたちへの仕送り
（繰出金）
3 万 8 千円

8.7％

◆保険料・交際費等
（補助費等）
4 万 2 千円

9.6％

◆貯金
（積立金）
3 万 5 千円

8％

◆車の修理など
（維持補修費等）

5 千円
1.2％

義務的経費
17 万 2 千円

39.5％

投資的経費
8 万 9 千円

20.4％

その他の経費
17 万 5 千円

40.1％

自主財源
7 万 5 千円

16.7％

月　間

45 万 0 千円

月　間

43 万 6 千円

◆夫の給料（町税）
4 万 1 千円

9.1％



広報たつごう　１６

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、参
加
費
と
し
て
９
万
円
で
す
。

平
成
20
年
度
以
前
参
加
者
は
２
回
目
の
応

募
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
会
事
務

局
☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
は
、
鹿
児
島
県
遺
族
連
合
会

へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
実
施
地
域
】

（
広
域
地
域
）
※
①
～
④
は
終
了

⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）
⑥
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
⑦
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１
次
）
⑧
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
⑨
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
２
次
）

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）
⑪
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
２
次
）
⑫
中
国

（
特
定
地
域
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島

　

県
や
関
係
機
関
で
構
成
す
る
鹿
児
島
県

多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、
国
の

「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
４
」
に
あ
わ
せ
、
借
金
や
債
務
整

理
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る

法
律
相
談
の
ほ
か
、
県
の
保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま

す
の
で
、ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
会
場

　
　

平
成
26
年
11
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
（
奄
美
市
名
瀬
末
広
町
14
‐
10
）

▼
相
談
方
法

・ 

面
接
に
よ
る
法
律
相
談

・
電
話
に
よ
る
法
律
相
談
（
11
月
21
日

午
後
６
時
～
９
時
の
み
）
☎
０
９
９
‐

２
２
３
‐
３
３
４
４
※
た
だ
し
、
相
談
日

当
日
の
相
談
時
間
帯
の
み
使
用
可

・
面
接
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

▼
相
談
対
応
者

・
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
保
健
師

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
庁
消
費
者
行
政
推
進
室
☎
０
９
９
‐

２
８
６
‐
２
５
３
３

　

主
要
地
方
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
毛
陣
ト
ン

ネ
ル
内
に
お
い
て
防
災
訓
練
を
行
う
た
め
、

通
行
を
規
制
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
大
島
支
庁
建
設
課

（
☎
57
‐
７
３
３
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
午
前
10
時
半

▼
場
所　

主
要
地
方
道
名
瀬
瀬
戸
内
線　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
陣
ト
ン
ネ
ル

▼
規
制　

全
面
通
行
止
め（
迂
回
路
あ
り
）

※
迂
回
路
は
旧
県
道
（
現
在
の
大
和
村
道

大
和
浜
大
棚
線
）

▼
実
施
機
関　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
、
大

和
村
、
奄
美
警
察
署
、
大
島
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
、
名
瀬
消
防
署
、
大
和
消
防

分
駐
所
、
大
和
村
消
防
団

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
は
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役

場
の
国
土
利
用
計
画
担
当
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

【
事
後
届
出
制
】

●
届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
）

●
届
出
に
必
要
な
土
地
取
引　

売
買
、
交

換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、

地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡

●
土
地
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

ア　

市
街
化
区
域
２
千
㎡
以
上

イ　

ア
を
除
く
都
市
計
画
区
域
５
千
㎡
以

　
　

上

ウ　

都
市
計
画
区
域
以
外
区
域
１
万
㎡
以

　
　

上

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
　
　
　
　

参
加
者
の
募
集

　

借
金

・
債
務
整
理
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

　

毛
陣
ト
ン
ネ
ル
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
通
行
規
制

◆
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

　
　
　
　

届
け
出
が
必
要
で
す



１７　広報たつごう

　

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

出
を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
役
場
土
地
対
策
課
】

　

℡　

69
‐
４
５
２
８

【
県
庁
地
域
政
策
課
土
地
対
策
係
】

　

℡　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５
２
９

　

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
用

指
定
ご
み
袋
と
ご
み
袋
帯
封
の
有
料
広
告

枠
を
平
成
27
年
度
よ
り
設
け
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
奄
美
市
有
料
広
告
掲
載
に
関

す
る
基
本
要
綱
及
び
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
家
庭
用
ご
み
袋
、
ご
み
袋
帯
封
有
料

広
告
掲
載
取
扱
要
領
に
よ
り
、
広
告
主
を

募
集
し
ま
す
。

▼
広
告
規
格
・
掲
載
等

【
指
定
袋
】（
も
や
せ
る
ご
み
袋
大
）

１
枠
当
た
り
縦
10
㌢
横
20
㌢
（
４
枠
）、

黒
１
色
、
掲
載
料
１
枠
当
た
り
10
万
円

・
指
定
袋
帯
封
（
４
種
類
の
ご
み
袋
）　

枠
数
１
枠

縦
３
㌢
×
横
９
㌢
（
表
に
出
る
部
分
）

縦
12
㌢
×
横
９
㌢
（
隠
れ
る
部
分
）

色
数
：
フ
ル
カ
ラ
ー
（
４
色
刷
り
）

掲
載
料
５
万
円

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
島
地
区
衛

生
組
合
（
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
☎
０
９
９
７
‐
53
‐

２
９
６
９
、０
９
９
７
‐
52
‐
９
７
６
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
７
‐
54
‐
４
７
８
８

■
申
込
み
対
象
者

　
　

・
龍
郷
町
在
住
の
飼
い
猫
登
録
さ
れ

　
　
　

て
い
る
方

■
申
込
み
期
間

　
　
・
平
成
26
年
10
月
１
日
～
11
月
28
日

■
対
象

　
　

・
生
後
３
カ
月
以
上
の
飼
い
猫

■
助
成
額

　
　

・
オ
ス
５
千
円
／
１
頭

　
　

・
メ
ス
１
万
円
／
１
頭

　
　
　
　
　
　
（
各
８
頭
の
予
定
）

※
申
込
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
予
定
頭
数

に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了
い
た
し
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
　

龍
郷
町
役
場
生
活
環
境
課

　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
２
５

家
庭
用
ご
み
袋

・
袋
帯
封
の

　
　
　

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

飼
い
猫
の
避
妊

・
去
勢
に

　
　
　
　
　

対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　平日に接種できない場合は、１１月９日（日曜日）午前中の役場会場をご利用下さい。
※注射手数料　３，４００円、新規登録　３，０００円
※飼い犬の転出・譲渡・死亡した場合は届け出が必要になりますので、必ずご連絡ください。

【お問合せ先】　龍郷町役場　生活環境課　　０９９７－６９－４５２５（直通）

平成２６年度の秋期脱漏分巡回狂犬病予防注射を行います。
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・
秋
名
の
重
山
小
鶴
江
さ
ん
（
故
重
山
実

次
さ
ん
の
子
）
か
ら
、
秋
名
集
落
、
幾
里

集
落
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、
幾
里

老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
へ
。

・
肥
後
幸
介
さ
ん（
故
肥
後
正
宗
さ
ん
の
孫
）

か
ら
、
秋
名
集
落
、
幾
里
集
落
、
秋
名
老

人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲

穂
会
へ
。

・
浦
の
再
田
博
義
さ
ん
（
故
再
田
恵
子
さ

ん
の
弟
）
か
ら
浦
集
落
へ
。

・
中
勝
の
德
田
照
二
さ
ん
（
故
德
田
ア
リ
子

さ
ん
の
子
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

・
中
戸
口
の
坪
野
郁
子
さ
ん
（
故
坪
野
了
さ

ん
の
妻
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

・
奄
美
市
名
瀬
の
坂
元
宏
栄
さ
ん
（
故
坂

元
テ
キ
さ
ん
の
子
）
か
ら
手
広
集
落
、
手

広
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
こ
に
こ
会
へ
。

・
奄
美
市
名
瀬
の
岩
崎
昭
子
さ
ん
（
故
岩

崎
芳
子
さ
ん
の
妹
）
か
ら
久
場
集
落
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
９
月
届
出
】

楠
元　

杏あん

古
賀　

幹かん
た大

吉
村　

瑠る
い彩

秋
名

龍
郷

大
勝

保
護
者
名

直
樹

満宏
幸

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
９
月
届
出
】

重
山　

ウ
ユ
コ

川
﨑　

ト
ヤ
子

武
野　

サ
ダ

明
後　

優
美
恵

箕
輪　

光
東

再
田　

恵
子

坂
元　

テ
キ

肥
後　

正
宗

重
山　

実
次

永
田　

初
實

（
93
）

（
90
）

（
84
）

（
51
）

（
86
）

（
55
）

（
92
）

（
89
）

（
99
）

（
80
） 幾

里
嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

大
勝

龍
郷

浦
（
愛
寿
園
）

浦手
広

秋
名

秋
名

円

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
９
月
届
出
】

・
幾
里
の
重
山
榮
仙
さ
ん

　
　
　
　
（
故
重
山
ウ
ユ
コ
さ
ん
の
子
）

・
大
勝
の
武
野
一
広
さ
ん

　
　
　
　
（
故
武
野
サ
ダ
さ
ん
の
子
）

・
中
勝
の
德
田
照
二
さ
ん

（
故
德
田
ア
リ
子
さ
ん
の
子
）

・
埼
玉
県
の
坂
井
絹
代
さ
ん

（
故
永
田
初
實
さ
ん
の
子
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

龍郷町の人口
平成 26 年 9 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,961

6,066
　
2,943

3,123

　-3
　
　+1

　-6

　+7

　奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開催し
ており、龍郷町民も無料で相談することがで
きます。１１月相談日のお知らせ（派遣相談）

　※必ず電話予約が必要です（先着順）
･11 ／ 13（木）正込　健一朗　弁護士

（午後１時～４時半）
･11 ／ 20（木）鈴木　穂人　弁護士

（午前 9 時半～ 11 時半）
･11 ／ 27（木）増山　洋平　弁護士

（午前 11 ～ 12 時、午後 1 時～ 3 時半）
◇一人 30 分です。（事前に相談内容をまと
めておくと効率的です。同じ人が続けて申込
されることはご遠慮いただいています）

【お問い合わせ・予約先】
奄美市役所市民協働推進課市民生活係
☎ 52 － 1111（内線 1715・1716）

（受付時間：午前 ８ 時半～午後 ５ 時 15 分）

奄美法律センター
無料法律相談のご案内

ＮＰＯ法人あまみ成年後見センター
　 （０８０－１５３８－９０１４　担当 ： 牧 ）
龍郷町地域包括支援センター
　（０９９７－６２－３１１１　担当 ： 満永）



１９　広報たつごう

11 月行事予定表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

１（土） 文化財保護強調週間（～ 7 日）
 子ども博物学士講座「海人の歴史」   8：50 ～ 町中央公民館ほか

４（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
６（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～ 浦生活館
11（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～

どぅくさぁや館
12（水） 母子歯科相談 13：30 ～
13（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～

浦生活館
14（金）

 ＪＡ健診 / 特定健診 / 長寿健診 / 各種がん検診 8：00 ～
 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

15（土） 特定健診 / 長寿健診 / 各種がん検診 8：00 ～ 浦生活館
16（日） 第 68 回県民体育大会（陸上） 終日 奄美市
18（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
19（水） たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 町中央公民館
20（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～ 浦生活館

23（日） 第 49 回龍郷町駅伝競走大会   8：30 ～ 奄美信用組合　
竜郷支店前発着

25（火）
 元気はつらつ教室 13：30 ～

どぅくさぁや館 お腹スッキリ運動教室 19：30 ～

27（木）
 2 歳児・5 歳児歯科健診 13：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ 浦生活館

28（金） かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11 月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。



広報たつごう　２０

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

10
月
生
ま
れ

やまもと　 れいさ　　　　　

Ｈ 25.10.44　生

父 教嗣 / 母 恵美　中勝

山本　礼紗 ちゃん

 のりおか　    な な　　　　　　

Ｈ 25.10.03　生

父 孝幸 / 母 久恵　瀬留

則岡　那奈 ちゃん

  　 ますみつ  りゅうせい      　　　

Ｈ 25.10.99　生

父 一月 / 母 未優　瀬留

益満　流星 くん

    みやざき　 りゅうたろう  　　　　

Ｈ 25.10.21　生

父 臣一朗 / 母 由香　大勝

宮﨑　龍太朗 くん

やまだ　   　か ほ    　　　　

Ｈ 25.10.15　生

父 大輔 / 母 紗幸　下戸口

山田　果歩 ちゃん

さかえ 　かんな  　　　　　

Ｈ 25.10.22　生

父 勝博 / 母 聖江　大勝

榮　柑那 ちゃん

さとぞの　　ふうこ　　　　　

Ｈ 25.10.18　生

父 正登志 / 母 育乃　大勝

里園　楓子 ちゃん

かわばた　　り り こ　　　　　　

Ｈ 25.10.25　生

父 悟 / 母 美香　赤尾木

川畑　凛々子 ちゃん

かわぐち　あおい　　　　

Ｈ 25.10.28　生

父 博史 / 母 登紀子 赤尾木

川口　葵 ちゃん

【エッセイテーマ】※①～②のうち１つを選択
① 龍郷町が発祥の地とされる逸品を取り上げた「大島紬の思い出」
② 世界自然遺産登録を見据え、その魅力に迫る「私の好きな世界遺産」

【応募規定】　応募は一人につき１点。Ａ 4 用紙か 400 字詰原稿用紙に縦書き。700 ～ 800 字。
【応募資格】　小学 5 年生以上（※学生は奄美群島内に限る）
【募集期間】　平成 26 年 9 月 1 日～ 11 月 30 日（郵送の場合は 11 月末日必着）
【　  賞　  】　一般の部：最優秀賞 10 万円ほか（学生は図書カード）
　詳しくは、龍郷町ホームページをご覧いただくか、龍郷町町制施行 40 周年記念事業実行委員会
たつごうエッセイコンテスト事務局（☎ 0997-62-3111）までお問い合わせください。

「たつごうエッセイコンテスト」作品募集中！


